
平成26年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」第7回報告

生涯学習センター

 　平成26年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」第7回目を行いました。

この講座は、 「家庭教育支援者のためのステップアップ講座～子どもの育ちを真ん中に　ここからつながる　

あなたの志縁～」と題して、家庭教育支援、子育て支援に関わる活動をされている方を対象に、活動を運営

するための知識や技術を学んでいきます。

 

★講座の内容は、こちらの チラシ(1177KB; PDFファイル)をご覧ください。

★第1回目の報告は ❶こちら.pdf(1362KB; PDFファイル) をご覧ください。

★第2回目の報告は ❷こちら.pdf(1353KB; PDFファイル) をご覧ください。

★第3回目の報告は ❸こちら.pdf(1359KB; PDFファイル)　をご覧ください。

★第4回目の報告は ❹こちら.pdf(1596KB; PDFファイル)をご覧ください。

★第5回目の報告は ❺こちら.pdf(1293KB; PDFファイル)　をご覧ください。

 ★第6回目の報告は ❻こちら.pdf(1326KB; PDFファイル)　をご覧ください。

 

いろんな家庭教育支援のカタチ

 

 

 

   

 
【事例発表者】

 

寺野　幸子さん

（poco a bocco（ポコ ア ボッコ）代表）

 

石橋　裕子さん

（NPO法人佐賀県放課後児童クラブ連絡会 理事長）

 

水町　喜代さん

（佐賀県発達障がい児・者の会　親の会

  「元気塾」顧問 ） 

 

 【コーディネーター】

 

相戸　晴子さん

（宮崎国際大学教育学部講師）

  今回は、家庭教育に係わる活動をされている3名の方に、「活動を始められたきっかけ」や、「私にとっての活動の

意味」などについて発表していただきました。

 

　寺野さんは、マタニティマガジンなどで情報を発信されたり、モラージュ（佐賀市）の中で、女性のための学び・健

康・キレイをサポートするプロジェクト poco a bocco(4514KB; PDFファイル) を開催されています。「参加者を

『子ども連れ』と限定しないで、すべての女性に来てほしい、そして仲間づくりをしてほしい」と語られ、また「子ども

をただ預かるのではなく、モンテッソーリ教育に基づいた楽しみながら育っていく場『こどもの家』を併設しています」

と紹介していただきました。

 

　石橋さんは、「夏でも一日中部屋の中で過ごしている、という当時の児童クラブの現状に、課題意識を持ったのが

活動を始めたきっかけです」と語られ、「核家族化が進み、子ども達の体験活動の場が少なくなっています。学童

保育の場を生かして子ども達が多様な人や地域とふれあえるような仕組みづくりを目指しています」、そして「人間

が生まれて死ぬまでの豊かさについて日々新しい価値観を上書きしながら、お金ではない豊かさなどについて皆

さんと一緒に考えていきたい」と語られました。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

　水町さんは、娘さんの障がいをきっかけに活動に取り組まれるようになられました。「一人ひとり違う子ども達、そ

の子自身が教科書です。その子の行動や出来ることに思いをめぐらせながら接しています」、そして「今、目の前の

ことだけではなく、学校という守られた世界から抜け出た後の社会に出た時に、どうすればその子が一番幸せにな

るかを考え、親や周りの人が理解してあげてほしい」と語られました。

 

　まとめに、家庭教育に係わる支援はいろんなカタチがあり、いろんな支援があっていいのだということに気づいて

ほしい、そして子どもに寄り添った支援をしていきましょう、と相戸さんよりエールを送られました。

 

　最後に、次回の受講生自身の発表に向けて、これまでの講座の振り返りやそれぞれの思いを確認し合うグルー

プワークを行いました。

　皆さんの発表を楽しみにしています

 

　

講座の気づき・感想

講座アンケートより

皆さんすごい方ばかりで、遠くの人という感じがしていましたが、そんな方々でも日常の中にきっかけがあって、

そこからのスタートなのだという話が聞けて、元気をいただきました。ありがとうございました。

活動の事例から、いま自分が抱えている課題のヒントを得ました。

三人三様の体験発表に感動しました。「人間力」を考えさせられました。

事例発表者の支縁等の苦労話や良い体験談を聞いて、今後の自分の活動志縁にいかしていきたいです。
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